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ドローン空撮写真（全129枚から抜粋）

画像解析ソフト：PhotoScanに
取り込んで3Dモデル化

上部トラス
橋崩落
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斜面崩壊



被災地3Dモデル（震災前後の比較）

震災前
地形は国土地理院の数値標
高モデル（５ｍメッシュ）より

震災後
地形はドローン空撮による
3D画像解析モデルより

（3Dデザインソフト：SketchUp）

国道57号JR豊肥本線

阿蘇大橋

3基の橋脚が崩落

斜面崩壊

上部トラス橋が崩落



平面画像（震災後）

橋梁崩落

斜面崩壊
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縦横断面位置図

縦断-②
橋軸方向

横断-③

縦断-①
崩壊中心方向

横断-④
横断-⑤



縦断面図

震災前地盤線（赤）
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震災後地盤線（黒）
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橋梁部拡大断面図

震災前地盤線（赤）

縦断-②：橋軸方向

H
≒
7
5
ｍ

震災後地盤線（黒）

橋梁部：L≒206ｍ
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横断面図

震災前地盤線（赤）
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斜面崩壊土砂量の算出

震災前＝上面、及び震災後＝下面
で囲んだ３Ｄモデルから体積自動算出

大手測量会社が4月19日にホーム

ページで公開。航空機レーザー計測し
た結果、崩壊部分は、幅１４０m、長さ
３５０mで土砂量は24万㎥。

阿蘇大橋斜面崩壊土砂量推定の経緯
（参考）

4月30日の報道発表。国土交通省へ
の取材では土砂量は約50万㎥と推定。

5月に公表された熊本地震の省庁別要

望事項において、国土交通省では土
砂量は阿蘇大橋付近の山腹崩壊だけ
でも百数十万㎥と推察。震災前後の地盤面で囲まれた体積＝1,835,138㎥≒180万㎥

1,800,000÷150,000（崩壊面積）＝12m（平均崩土厚）



阿蘇大橋の概要（橋梁年鑑より）

阿蘇大橋３Ｄモデル（地形は震災後）
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上部工形式：単純活荷重合成プレートガーダー、トラスド逆ランガー桁、3径間連続プレートガーダー



崩壊土砂の流下

東北大学災害科学国際研究所の「熊本地震調査報告」より 熊本のニュースサイトより

斜面の地質は火山性の堆積物や溶岩類より構成されており、比重の小さいこれらの土砂が土石流となって下流まで
流下していった可能性が高い。（以下に崩壊土砂の流下に関する参考資料を示す。）


